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天
地
の
間
に
生
る
ゝ
動
物
は
肉
食
の
も
の
と
肉
を
喰
は
ざ
る
も
の
と
あ
り
。
獅
子
、
虎
、
犬
、
猫
の
如

き
は
肉
類
を
以
て
食
物
と
爲
し
、
牛
、
馬
、
羊
の
如
き
は
五
穀
草
木
を
喰
ふ
。
皆
其
天
然
の
性
な
り
。
人

は
萬
物
の
靈
に
し
て
五
穀
草
木
鳥
魚
獸
肉
盡
く
皆
喰
は
ざ
る
も
の
な
し
。
此
亦
人
の
天
性
な
れ
ば
、
若
し

此
性
に
戻
り
肉
類
の
み
を
喰
ひ
或
は
五
穀
草
木
の
み
を
喰
ふ
と
き
は
必
ず
身
心
虚
弱
に
陷
り
、
不
意
の
病

に
罹
て
斃
る
ゝ
歟
、
又
は
短
命
な
ら
ざ
る
も
生
て
甲
斐
な
き
病
身
に
て
、
生
涯
の
樂
な
か
る
べ
し
。
古
來

我
日
本
國
は
農
業
を
つ
と
め
、
人
の
常
食
五
穀
を
用
ひ
肉
類
を
喰
ふ
こ
と
稀
に
し
て
、
人
身
の
榮
養
一
方

に
偏
り
自
か
ら
病
弱
の
者
多
け
れ
ば
、
今
よ
り
大
に
牧
牛
羊
の
法
を
開
き
、
其
肉
を
用
ひ
其
乳
汁
を
飮
み

滋
養
の
缺
を
補
ふ
べ
き
筈
な
れ
ど
も
、
數
千
百
年
の
久
し
き
、
一
國
の
風
俗
を
成
し
、
肉
食
を
穢
た
る
も

の
ゝ
如
く
云
ひ
な
し
、
妄
に
之
を
嫌
ふ
者
多
し
。
畢
竟
人
の
天
性
を
知
ら
ず
人
身
の
窮
理
を
辨
へ
ざ
る
無

學
文
盲
の
空
論
な
り
。
抑
も
其
肉
食
を
嫌
ふ
は
豚
牛
の
大
な
る
を
殺
す
に
忍
び
ざ
る
乎
。
牛
と
鯨
と
何
れ

か
大
な
る
。
鯨
を
捕
て
其
肉
を
喰
へ
ば
人
こ
れ
を
怪
ま
ず
。
抑
も
生
物
を
殺
す
と
き
の
有
樣
を
見
て
無
殘

な
り
と
思
ふ
故
乎
。
生
た
鰻
の
背
を
割
き
泥
龜
の
首
を
切
落
す
も
亦
痛
々
し
か
ら
ず
や
。
或
は
牛
肉
牛
乳

を
穢
き
も
の
と
い
は
ん
乎
。
牛
羊
の
食
物
は
五
穀
草
木
を
喰
ひ
水
を
飮
む
の
み
。
其
肉
の
清
潔
な
る
こ
と

論
を
俟
ず
。
よ
く
事
物
の
始
末
を
詮
索
す
れ
ば
世
の
食
物
に
穢
き
物
こ
そ
多
か
ら
ん
。
日
本
橋
の
蒲
鉾
は
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溺
死
人
を
喰
ひ
し
鱶
の
肉
に
て
製
し
た
る
な
り
。
黒
鯛
の
潮
汁
旨
し
と
雖
ど
も
、
大
船
の
艫
に
附
て
人
の

糞
を
喰
ひ
し
魚
な
り
。
春
の
青
菜
香
し
と
雖
ど
も
、
一
昨
日
か
け
し
小
便
は
深
く
其
葉
に
浸
込
た
ら
ん
。

或
は
牛
肉
牛
乳
に
臭
氣
あ
る
と
い
は
ん
乎
。
松
魚
の
鹽
辛
く
さ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
く
さ
や
の
干
物
最

も
甚
し
。
先
祖
傳
來
の
糠
味
噌
樽
へ
螂う
蛆じ
と
一
處
に
か
き
ま
ぜ
た
る
茄
子
大
根
の
新
漬
は
如
何
。
皆
是
人

の
耳
目
鼻
口
に
慣
る
ゝ
と
慣
れ
ざ
る
と
に
由
て
然
る
の
み
。
慣
れ
た
る
物
を
善
と
い
ひ
、
慣
れ
ざ
る
物
を

惡
し
と
い
ふ
。
自
分
勝
手
の
手
前
味
噌
だ
に
嘗
る
其
口
へ
、
肉
の
「
ソ
ッ
プ
」
が
通
ら
ぬ
と
は
、
あ
ま
り

不
通
の
論
な
ら
ず
や
。
或
は
又
肉
食
の
利
害
損
失
を
問
は
ず
、
只
管
我
國
の
風
に
て
こ
れ
を
用
ひ
ず
と
の

説
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
今
我
國
民
肉
食
を
缺
て
不
養
生
を
爲
し
、
其
生
力
を
落
す
者
少
な
か
ら
ず
。

即
ち
一
國
の
損
亡
な
り
。
既
に
其
損
を
知
り
亦
こ
れ
を
補
ふ
術
あ
ら
ば
、
何
ぞ
其
術
を
施
さ
ゞ
る
の
理
あ

ら
ん
。
一
軒
の
家
に
し
て
、
病
人
の
多
き
は
我
家
風
な
り
と
て
醫
藥
を
用
ひ
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
こ
れ
を
知

者
と
い
ふ
べ
き
乎
。
我
會
社
既
に
牧
牛
馬
の
法
を
設
け
、
近
來
は
專
ら
牛
乳
の
用
法
を
世
に
弘
め
ん
と
し

て
種
々
に
こ
れ
を
製
し
、
乾
酪
洋
名
チ
ー
ズ
乳
油
洋
名
バ
タ
懷
中
乳
の
粉
洋
名
ミ
ル
ク
パ
ヲ
ダ
ル
懷
中
薄

乳
の
粉
洋
名
コ
ン
デ
ン
ス
ド
・
ミ
ル
ク
等
あ
り
。
抑
〻
牛
乳
の
功
能
は
牛
肉
よ
り
も
尚
更
に
大
な
り
。
熱

病
勞
症
等
、
其
外
都
て
身
體
虚
弱
な
る
者
に
は
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
の
妙
品
、
假
令
何
等
の
良
藥
あ
る
も
牛

乳
を
以
て
根
氣
を
養
は
ざ
れ
ば
良
藥
も
功
を
成
さ
ず
。
實
に
萬
病
の
一
藥
と
稱
す
る
も
可
な
り
。
啻
に
病
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に
用
る
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
諸
國
に
て
は
平
日
の
食
料
に
牛
乳
を
飮
む
は
勿
論
、
乾
酪
乳
油
等
を
用
る
こ

と
我
邦
の
松
魚
節
に
異
な
ら
ず
。
瑞
西
す
い
す
國
な
ど
は
山
國
に
て
海
魚
に
乏
し
く
、
山
家
の
民
は
牛
乳
の
み
を

以
て
滋
養
の
食
物
と
爲
せ
り
。
願
く
ば
我
國
人
も
今
よ
り
活
眼
を
開
き
、
牛
乳
の
用
法
に
心
を
用
る
こ
と

あ
ら
ば
、
不
治
の
病
を
治
し
不
老
の
壽
を
保
ち
、
身
體
健
康
精
心
活
溌
、
始
て
日
本
人
の
名
を
辱
し
め
ざ

る
を
得
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
牛
乳
製
造
の
種
類

一
、
牛
乳
洋
名
ミ
ル
ク

　
　
牛
の
乳
を
搾
り
其
ま
ゝ
こ
れ
を
飮
む
。
或
は
砂
糖
を
和
す
る
も
よ
し
。
又
或
は
口
に
慣
れ
ざ
る
者
は

　
茶
「
コ
ッ
ヒ
ー
」
茶
の
類
舶
來
品
を
濃
く
煎
じ 

混  

和 

こ
ん
く
わ

し
て
用
れ
ば
味
甚
だ
香
し
。
身
體
の
滋
養
を
助

　
け
食
物
の
消
化
を
促
し
腹
合
を
よ
く
し
元
氣
を
増
す
こ
と
百
藥
の
長
と
稱
す
べ
し
。
又
子
を
育
る
に
牛

　
の
乳
を
用
れ
ば
乳
母
を
雇
ふ
に
及
ば
ず
。

一
、
乾
酪
洋
名
チ
ー
ズ

　
　
牛
の
乳
を
製
し
て
乾
餅
の
如
く
な
し
た
る
も
の
な
り
。
鹽
氣
を
含
み
味
甚
だ
よ
し
。
永
く
貯
置
く
べ

　
し
。

一
、
乳
油
洋
名
バ
タ
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牛
乳
の
中
に
含
む
油
の
分
を
集
め
鹽
に
和
し
て
製
し
た
る
も
の
な
り
。
蒸
餅
又
は
芋
の
蒸
し
た
る
も

　
の
へ
附
け
平
日
の
食
事
に
用
ふ
。
又
魚
類
肉
類
を
調
理
す
る
と
き
鹽
梅
に
用
ふ
。
消
化
を
助
る
妙
品
な

　
り
。

一
、
懷
中
乳
の
粉
洋
名
ミ
ル
ク
パ
ヲ
ダ
ル

　
　
牛
の
乳
を
煎
じ
次
第
に
乾
か
し
て
粉
に
な
し
た
る
も
の
な
り
。
旅
行
の
用
意
に
貯
へ
又
は
牛
乳
を
得

　
が
た
き
土
地
の
人
は
遠
方
よ
り
取
寄
せ
貯
置
く
べ
し
。
こ
れ
を
用
る
と
き
は
湯
、
水
、
茶
、
「
コ
ッ
ヒ

　
ー
」
等
に
和
す
。
功
能
牛
乳
に
異
な
ら
ず
。

一
、
懷
中
薄
乳
の
粉
洋
名
コ
ン
デ
ン
ス
ド
・
ミ
ル
ク

　
　
牛
乳
に
精
製
の
砂
糖
を
和
し
濃
く
煎
じ
詰
た
る
も
の
な
り
。
其
状
飴
の
如
し
。
用
法
功
能
乳
の
粉
に

　
同
じ
。

　
右
は
我
會
社
に
て
製
す
る
所
の
品
な
り
。
其
功
能
は
用
ひ
て
知
る
べ
し
。
凡
日
本
國
中
の
府
藩
縣
に
て

牧
を
開
き
牛
乳
の
製
法
を
弘
め
ん
と
す
る
者
あ
ら
ば
、
我
社
中
は
悦
て
其
法
を
傳
へ
天
下
と
共
に
裨
益
を

謀
る
べ
し
。

　
　
　
明
治
三
年
庚
午
季
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
築
地
中
通
り
　
牛
馬
會
社

6肉食之説



7



8肉食之説



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
福
澤
諭
吉
全
集
　
第20

卷
」
岩
波
書
店

　
　
　1963
（
昭
和38

）
年6

月5

日
初
版
発
行

　
　
　1971
（
昭
和46

）
年5

月13

日
再
版
発
行

入
力
：
田
中
哲
郎

校
正
：
小
林
繁
雄

2011

年5

月7

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

9



肉食之説
福澤諭吉

２０２０年　７月１８日　初版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


